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(57)【要約】
【課題】本発明は、内視鏡検査時に内視鏡の操作を妨げ
ること無く、全長にわたり滑らかで体腔内への挿入性を
高めることができ、検査中でも体腔内に挿入する有効長
を所望の長さに設定でき、内視鏡が扱い難くなることな
く、安全で、かつ使い勝手の良い内視鏡用挿入補助具を
提供することを最も主要な特徴とする。
【解決手段】外チューブ２の内チューブガイド溝１７に
内チューブ３の係合ピン２８を挿入させ、この係合ピン
２８を内チューブガイド溝１７に沿ってスライドさせる
ことにより、外チューブ２から前方に内チューブ３を突
出可能に保持させる。さらに、内チューブ３の係合ピン
２８を係合させる複数の楕円溝１８，１９の選択によっ
て外チューブ２から前方に突出される内チューブ３の突
出量を調節して挿入補助具本体５の伸縮長さを調整する
ものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡の挿入部を挿通可能な中空の挿入
路を有する挿入補助具本体を備えた内視鏡用挿入補助具
おいて、
外側に配置される外側可撓管と、この外側可撓管の内部
に挿入される内側可撓管とを備えた複数の可撓管によっ
て前記挿入補助具本体を形成し、
前記内側可撓管の外径寸法を前記外側可撓管の内径寸法
よりも小さくなるように設定して前記外側可撓管に対し
て前記内側可撓管を軸方向にスライド可能に保持すると
ともに、
前記外側可撓管の管壁に先端部側から基端部側の開口部
に向けて延設され、前記外側可撓管の基端部の開口部に
連結される少なくとも１つ以上の内側可撓管ガイド溝を
形成し、
前記内側可撓管に前記内側可撓管ガイド溝内に挿入され
る少なくとも１つ以上の係合突部を設け、かつ、
前記内側可撓管の係合突部が係脱可能に係合され、前記
外側可撓管から前方に突出される前記内側可撓管の突出
量を設定する位置規制用の複数の係合凹部を前記内側可
撓管ガイド溝に沿って並設したことを特徴とする内視鏡
用挿入補助具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡の挿入部を
挿通させて、この挿入部を体腔内等に挿入し易くする内
視鏡用挿入補助具に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に、内視鏡の挿入部を挿通させて、
この挿入部を体腔内等に挿入する補助を行なう内視鏡用
挿入補助具として、例えば特開昭６３－２４９５４２号
公報には、複数の外套管を備えた内視鏡用案内管が開示
されている。ここでは外側の外套管の内部に内側の外套
管が軸方向に移動可能に挿入されている。そして、内側
の外套管を外側の外套管の先端側に突没可能に突出させ
ることにより、案内管全体の長さを伸縮させることがで
きるようになっている。
【０００３】さらに、外側の外套管の先端部側と、内側
の外套管の基端部側との間には係止機構が設けられてい
る。そして、内側の外套管を外側の外套管の先端側に突
出させた状態で、この係止機構によって外側の外套管の
先端部側と、内側の外套管の基端部側との間が係止され
る構成になっている。
【０００４】また、特開平４－１５８８２５号公報に
は、複数段のガイドチューブを備えた内視鏡用案内管が
開示されている。ここでは、１段目チューブを２段目チ
ューブから押し出す押し込みチューブを設けるととも
に、この押し込みチューブによって１段目チューブを２
段目チューブから押し出すことにより、案内管全体の長
さを伸縮させることができるようになっている。
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【０００５】さらに、押し込みチューブは、１段目チュ
ーブを２段目チューブから押し出した状態で、２段目チ
ューブ内に設置することにより、１段目チューブが２段
目チューブ内に引っ込まないように保持する構成になっ
ている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従
来構成のものにあっては、複数の外套管もしくはチュー
ブを外側に引き伸ばした状態で、外側に突出させた外套
管もしくはチューブを係止させる部分の構造が複雑にな
っている。そのため、内視鏡用案内管全体の外径寸法が
大型化するだけでなく、内側に配置されているチューブ
と、外側に配置されているチューブとの間の段差が大き
くなり、この段差によって内視鏡用案内管を例えば大腸
などに挿入し難くなる可能性がある。
【０００７】また、上記従来構成の内視鏡用案内管では
内視鏡用案内管全体の長さが短い状態と、長い状態との
２段階の選択しかできない。そのため、これを解消する
ために、３以上の複数の外套管もしくはチューブを準備
し、長さを任意に変えられるようにすることが考えられ
る。しかしながら、この場合には内視鏡用案内管全体の
最大外径寸法がさらに大型化するとともに、外套管もし
くはチューブの係止部分が複数になるので、段差部の数
が増え、体腔内への挿入性が一層低下するなどの問題が
ある。
【０００８】また、内視鏡への挿入補助具の装着時には
挿入補助具が装着されている部分が硬質部となるので、
軟らかい内視鏡の挿入部を挿入補助具内に挿入させる部
分の長さが長くなると内視鏡が扱い難くなる。
【０００９】本発明は上記事情に着目してなされたもの
で、その目的は、内視鏡検査時に内視鏡の操作を妨げる
こと無く、全長にわたり滑らかで体腔内への挿入性を高
めることができるとともに、検査中でも体腔内に挿入す
る有効長を所望の長さに設定でき、内視鏡が扱い難くな
ることがなく、安全で、かつ使い勝手の良い内視鏡用挿
入補助具を提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明は、内視鏡の挿入
部を挿通可能な中空の挿入路を有する挿入補助具本体を
備えた内視鏡用挿入補助具おいて、外側に配置される外
側可撓管と、この外側可撓管の内部に挿入される内側可
撓管とを備えた複数の可撓管によって前記挿入補助具本
体を形成し、前記内側可撓管の外径寸法を前記外側可撓
管の内径寸法よりも小さくなるように設定して前記外側
可撓管に対して前記内側可撓管を軸方向にスライド可能
に保持するとともに、前記外側可撓管の管壁に先端部側
から基端部側の開口部に向けて延設され、前記外側可撓
管の基端部の開口部に連結される少なくとも１つ以上の
内側可撓管ガイド溝を形成し、前記内側可撓管に前記内
側可撓管ガイド溝内に挿入される少なくとも１つ以上の
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係合突部を設け、かつ、前記内側可撓管の係合突部が係
脱可能に係合され、前記外側可撓管から前方に突出され
る前記内側可撓管の突出量を設定する位置規制用の複数
の係合凹部を前記内側可撓管ガイド溝に沿って並設した
ことを特徴とする内視鏡用挿入補助具である。そして、
本発明の内視鏡用挿入補助具では、外側可撓管の内側可
撓管ガイド溝に内側可撓管の係合突部を挿入させ、この
係合突部を内側可撓管ガイド溝に沿ってスライドさせる
ことにより、外側可撓管から前方に内側可撓管を突出可
能に保持させる。さらに、内側可撓管の係合突部を係合
させる係合凹部の選択によって外側可撓管から前方に突
出される内側可撓管の突出量を調節して挿入補助具本体
の伸縮長さを調整することにより、内視鏡検査時に内視
鏡の操作を妨げること無く、全長にわたり滑らかで検査
中でも体腔内に挿入する有効長を所望の長さに設定で
き、安全かつ使い勝手の良い内視鏡用挿入補助具を提供
するようにしたものである。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、本発明の第１の実施の形態
を図１乃至図５（Ａ）～（Ｃ）を参照して説明する。図
１は本実施の形態の内視鏡用挿入補助具１全体の概略構
成を示すものである。この挿入補助具１には、図２
（Ａ）に示す外チューブ（外側可撓管）２と、図２
（Ｂ）に示す内チューブ（内側可撓管）３と、図２
（Ｃ）に示す止め輪４とが組み付けられて挿入補助具本
体５が構成されている。
【００１２】また、外チューブ２は弾性を有する樹脂、
例えばポリテトラフルオロエチレンや、ポリウレタンな
どの樹脂材料から可撓管である。この外チューブ２は基
端部側が硬く、先端側に向かい硬さが徐々に柔らかくな
るように変化させる状態で形成されている。ここで、外
チューブ２の手元側の硬さをＡ、先端側の硬さをＢとす
ると、Ａ＞Ｂの関係になっている。
【００１３】また、外チューブ２の先端側には、先端に
向かうにしたがって細くなる先細のテーパー面６が設け
られている。さらに、図３（Ａ）に示すように外チュー
ブ２の先端側の端面とテーパー面６との間は滑らかなＲ
形状部６ａを介して連結されている。
【００１４】また、外チューブ２の基端部側には把持部
７が設けられている。この把持部７には図３（Ａ）に示
すように略円筒状の外装部材８の内部に略円環状の固定
部材９が配設されている。この固定部材９の先端部外周
面には略リング状の外チューブ係合溝１０が形成されて
いる。この外チューブ係合溝１０には外チューブ２の基
端部内に嵌入されるテーパー状の係合面１０ａと、この
係合面１０ａの終端位置に配置された外チューブ突き当
て面１０ｂとが設けられている。
【００１５】さらに、外チューブ係合溝１０の係合面１
０ａには先端側に向けて先細のテーパー面が形成されて
いる。そして、外チューブ２の基端部側に固定部材９の
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係合面１０ａが嵌入され、外チューブ２の基端部が固定
部材９の外チューブ突き当て面１０ｂに突き当てられた
状態で、外チューブ２の基端部内周面が係合面１０ａの
テーパー面にエポキシ系の接着剤などの手段で固定され
ている。
【００１６】ここで、外チューブ２の基端部を固定部材
９の係合面１０ａに固定する際には、外チューブ２の基
端部を押し広げながら固定部材９の係合面１０ａが嵌入
される。そして、固定部材９の係合面１０ａが嵌入され
た外チューブ２の基端部の外周面には係合面１０ａとほ
ぼ同じ傾斜状態のテーパー面１１が形成されている。従
って、この外チューブ２の基端部のテーパー面１１は、
外チューブ２の外径寸法より大きくなり、かつ固定部材
９に向かって徐々に太くなる形状になっている。
【００１７】また、突き当て面１０ｂの位置の固定部材
９の外径寸法と、係合面１０ａに係合された外チューブ
２の外径寸法とは、ほぼ等しくなっている。ここで、固
定部材９の内径寸法は外チューブ２の内径寸法とほぼ同
じである。さらに、固定部材９の基端部側の内周面に
は、先端側に向かうにしたがって内径寸法が小さくなる
テーパー状の面取り部１２が形成されている。
【００１８】また、把持部７の外装部材８の先端側内周
面には先端側に向かうにしたがって内径寸法が徐々に小
さくなるテーパー面１３が形成されている。ここで、把
持部７の外装部材８のテーパー面１３と、固定部材９の
係合面１０ａとが外チューブ２の中心軸となす角度は、
テーパー面１３よりも係合面１０ａの方が大きくなって
いる。
【００１９】また、把持部７の外装部材８の外周面に
は、滑り止め用のリング状凸部１４が設けられている。
このリング状凸部１４の外径寸法を大きくすることによ
り、体内への入り込みを防止する構成にしても良い。さ
らに、外装部材８の外周面には、基端部側に雄ねじ部１
５が設けられている。この雄ねじ部１５には、後述する
止め輪４が螺着されるようになっている。
【００２０】また、外装部材８の外周面には、円形状の
輪郭の一部を切欠させた平面状の切欠面１６が形成され
ている。したがって、図３（Ｂ）に示すように外装部材
８の外周面の断面形状は略Ｄ形状に形成されている。
【００２１】また、外チューブ２と外装部材８との連結
体には直線状の内チューブガイド溝（内側可撓管ガイド
溝）１７が形成されている。この内チューブガイド溝１
７は外チューブ２の軸方向に沿って延出され、この外チ
ューブ２の先端部のテーパー面６の近傍位置から把持部
７の基端部側の開口部に向けて延設されている。ここ
で、内チューブガイド溝１７には外チューブ２の管壁に
形成された先端側ガイド溝１７ａと、把持部７における
外装部材８の切欠面１６に形成された後端側ガイド溝１
７ｂとが設けられている。なお、後端側ガイド溝１７ｂ
は外装部材８の切欠面１６および固定部材９に貫通させ
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る状態で形成されている。そして、外チューブ２の先端
側ガイド溝１７ａと、把持部７の後端側ガイド溝１７ｂ
とは連通されている。
【００２２】なお、内チューブガイド溝１７の幅は、外
チューブ２の内周面の円周の長さに対して１／１０以下
程度に設定するのが良い。さらに、内チューブガイド溝
１７の一側部には先端側ガイド溝１７ａに４つの楕円溝
（係合凹部）１８、後端側ガイド溝１７ｂに１つの楕円
溝（係合凹部）１９がそれぞれ形成されている。ここ
で、４つの楕円溝１８は外チューブ２のテーパー面６側
から等間隔に配置されている。
【００２３】また、各楕円溝１８は、長径が外チューブ
２の中心線と並行に配置されている。そして、各楕円溝
１８の短径は外チューブ２の内周面の円周の長さに対し
て１／１０以下程度、長径は１／５以下程度にそれぞれ
設定されている。なお、本実施の形態では楕円溝１８を
４個としたが、この限りではなく何個設けても良い。さ
らに、内チューブガイド溝１７と、楕円溝１８と、外チ
ューブ２の内周面および外周面との間に形成される稜線
部は、滑らかな曲面のＲ形状でつながっている。
【００２４】さらに、後端側ガイド溝１７ｂの楕円溝１
９は、把持部７の外装部材８の中間部よりやや後方に配
置されている。この楕円溝１９は楕円溝１８と同形状に
形成されている。そして、外チューブ２の内チューブガ
イド溝１７における先端側ガイド溝１７ａの４つの楕円
溝１８および後端側ガイド溝１７ｂの１つの楕円溝１９
によって内チューブガイド溝１７に沿って並設された位
置規制用の複数の係合凹部が形成されている。
【００２５】また、把持部７の外装部材８の内周面には
図３（Ｂ）に示すように断面形状が凹陥状の２つの位置
決め溝２０，２１が設けられている。ここで、固定部材
９の外周面にはこれらの溝２０，２１と対応する位置に
係合凸部２２，２３が設けられている。そして、把持部
７の外装部材８と固定部材９との組み付け時には外装部
材８の位置決め溝２０，２１に固定部材９の係合凸部２
２，２３が係合されて外装部材８と固定部材９との間の
軸回り方向の位置決めができるようになっている。な
お、溝２０，２１の位置は任意に設けて良いが、係合凸
部２２，２３を係合させた時に、必ず外チューブ２側の
先端側ガイド溝１７ａと、把持部７側の後端側ガイド溝
１７ｂとを一致させる位置に位置決めができる状態に設
定されている。
【００２６】また、内チューブ３は外チューブ２より長
尺に形成されている。さらに、この内チューブ３は弾性
を有する樹脂、例えばポリテトラフルオロエチレンや、
ポリウレタンなど外チューブ２と同様の樹脂からなり、
先端側に向かい徐々に硬さが柔らかくなるように変化し
ている。ここで、内チューブ３の手元側の硬さをＣ、先
端側の硬さをＤとすると、Ｃ＞Ｄの関係になっている。
なお、後述する内視鏡３１の挿入部３２の可撓管部４１
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の一番軟らかい部分の硬さをＥとすると、外チューブ２
と内チューブ３と可撓管部４１の硬さの関係は、Ａ＞Ｃ
＞Ｂ＞Ｄ＞Ｅとなるように設定されている。さらに、図
３（Ｃ）に示すように内チューブ３が外チューブ２の前
方に突出され、内チューブ３のＣ部（手元側の部分）が
外チューブ２のＢ部（先端側の部分）に位置する場合に
は、Ｃ＋Ｂ＞Ａ＞Ｄ＞Ｅとなる。
【００２７】なお、本実施の形態では、外チューブ２と
内チューブ３と可撓管部４１の硬さの関係は、Ａ＞Ｃ＞
Ｂ＞Ｄ＞Ｅに設定したが、これに限定されるものではな
く、Ａ＞Ｃ≧Ｂ≧Ｄ＞Ｅであれば良い。
【００２８】また、内チューブ３の先端側には、先端側
に向かうにしたがって徐々に細くなる先細のテーパー面
２４が設けられている。さらに、内チューブ３の先端面
とテーパー面２４との間は滑らかな曲面のＲ形状でつな
がっている。なお、内チューブ３の先端部に例えばステ
ンレスなどの金属の口金を設け、Ｘ線などで挿入補助具
１の先端の位置が確認できる構成にしても良い。
【００２９】また、内チューブ３の基端部側にはリング
状の固定部材２５が配設されている。この固定部材２５
の先端部外周面には図３（Ａ）に示すように略リング状
の内チューブ係合溝２６が形成されている。この内チュ
ーブ係合溝２６には内チューブ３の基端部内に嵌入され
る係合面２６ａと、この係合面２６ａの終端位置に配置
された内チューブ突き当て面２６ｂとが設けられてい
る。そして、内チューブ３の基端部側に固定部材２５の
係合面２６ａが嵌入され、内チューブ３の基端部が固定
部材２５の内チューブ突き当て面２６ｂに突き当てられ
た状態で、内チューブ３の基端部内周面が係合面２６ａ
にエポキシ系の接着剤などの手段で固定されている。
【００３０】さらに、内チューブ３の基端部と固定部材
２５の係合面２６ａとの固定部の外側を糸で縛り、その
外周をエポキシ系の接着剤などの手段でより強固に固定
し、かつ内チューブ３が抜けにくくなる構成にしても良
い。
【００３１】また、固定部材２５の係合面２６ａの先端
側にはテーパー状に広がった抜け止め部２７が設けられ
ている。そして、内チューブ３を固定部材２５の係合面
２６ａに固定する際には、抜け止め部２７が内チューブ
３を押し広げながら挿入されるようになっている。この
とき、内チューブ３における抜け止め部２７と対応する
部分の外径寸法ａは内チューブ３の他の部分の外径寸法
ｂより太くなる（ａ＞ｂ）。そのため、内チューブ３の
基端部の外側を糸で縛り、その外周をエポキシ系の接着
剤などの手段で固定する場合には、糸で縛り、接着剤な
どの手段で固定した部分の外径寸法が内チューブ３の他
の部分の外径寸法ｂを超えないようにする必要が有る。
【００３２】また、内チューブ３の内径寸法と固定部材
２５の内径寸法とはほぼ同等に設定されている。さら
に、固定部材２５の内周面の両側部は、面とり加工が施
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7
されている。そして、内チューブ３の基端部以外の部分
の外径寸法ｂは、固定部材９の内径寸法ｃより小さくし
てあり、固定部材２５および内チューブ３がスムーズに
挿通できるようにしてある。
【００３３】また、固定部材２５の外周面には、中間付
近に、内チューブガイド溝１７内に挿入される係合ピン
（係合突部）２８が突設されている。この係合ピン２８
の直径ｄは、楕円溝１８および楕円溝１９の長径の半分
以下に設定されている。なお、ピン２８の先端側の頭部
は半球状に形成されている。さらに、外チューブ２に内
チューブ３を挿通した時にこのピン２８の先端の半球状
の部分が内チューブ３の外周面から外部側に飛び出して
突出されても良いが、飛び出し量は１／２ｄ以下になる
ように設定されている。
【００３４】そして、この内チューブ３の係合ピン２８
は、外チューブ２の内チューブガイド溝１７における先
端側ガイド溝１７ａの４つの楕円溝１８および後端側ガ
イド溝１７ｂの１つの楕円溝１９のいずれかに選択的に
係脱可能に係合されるようになっている。このとき、内
チューブ３の係合ピン２８を係合させる楕円溝１８、１
９の選択によって外チューブ２から前方に突出される内
チューブ３の突出量を設定するようになっている。
【００３５】また、止め輪４の内周面には、把持部７の
外装部材８の雄ねじ部１５と螺合する雌ねじ部２９が設
けられている。さらに、この止め輪４の一端部には内チ
ューブ３の抜け防止用のリング状の屈曲部３０が形成さ
れている。この屈曲部３０のリングの内径寸法ｅは固定
部材２５の内径寸法ｆとほぼ同等に設定されている。そ
して、外チューブ２内に内チューブ３を挿入した状態
で、止め輪４を把持部７の外装部材８の雄ねじ部１５に
螺着することにより、止め輪４の屈曲部３０に固定部材
２５が当接し、外チューブ２の外部に内チューブ３が抜
けないようになっている。また、止め輪４には面取りが
されている。
【００３６】また、本実施の形態の挿入補助具１は、図
４に示す電子内視鏡３１の挿入に使用される。この電子
内視鏡３１には、観察対象部位へ挿入する細長の挿入部
３２と、この挿入部３２の基端部に連接された把持部を
兼ねそなえた操作部３３と、この操作部３３の側部より
延設された信号ケーブルやライトガイドなどを内蔵した
ユニバーサルコード３４と、このユニバーサルコード３
４の端部に設けられたコネクタ部３５とが設けられてい
る。
【００３７】さらに、電子内視鏡３１は、コネクタ部３
５を介して外部の光源装置３６およびビデオプロセッサ
３７に着脱自在に接続されて使用され、観察画像をモニ
タ３８に表示できる構成になっている。なお、ビデオプ
ロセッサ３７には図示しないＶＴＲデッキ、ビデオプリ
ンタ、ビデオディスク、画像ファイル記録装置などが接
続できるようになっている。
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【００３８】また、挿入部３２は、ＣＣＤなどの撮像部
などを内蔵した先端部３９と、所望の角度に湾曲可能な
湾曲部４０と、可撓性を有する可撓管部４１とが連接さ
れて構成されている。
【００３９】さらに、操作部３３には、観察画像のフリ
ーズ、レリーズ、あるいは後述するズームスイッチなど
を操作、指示する複数のリモートスイッチ４２と、送気
・送水操作を行う送気・送水ボタン４３と、吸引操作を
行う吸引ボタン４４と、湾曲部４０の湾曲操作を行う湾
曲操作ノブ４５とが設けられている。
【００４０】また、コネクタ部３５には、光源装置３６
に接続するライトガイド端部４６が先端より突設されて
いると共に、側部には電気コネクタ４７が設けられてい
る。この電気コネクタ４７にはビデオプロセッサ３７と
の接続用の電気コード４８のコネクタ４８ａが装着され
るようになっている。さらに、このコネクタ部３５には
加圧管４９と、送水管５０と、吸引口金５１とが設けら
れ、図示しない流体制御装置や、吸引装置に接続される
ようになっている。
【００４１】なお、本実施の形態では電子内視鏡３１に
ついて説明したが、これ以外の内視鏡、例えば超音波を
用いた内視鏡でも大腸検査用に使用する内視鏡であれば
何でも良い。さらに、挿入補助具１の把持部７には、吸
引用口金を設け、外チューブ２，内チューブ３を経由し
てくる体液をこの吸引用口金から強制的に吸引できる構
成にしても良い。また、内チューブ３の長さは、いろい
ろな長さ、硬さのものを用意しても良い。
【００４２】次に、上記構成の作用について説明する。
本実施の形態の内視鏡用挿入補助具１の使用時には外チ
ューブ２内に内チューブ３が挿入される。このとき、内
チューブ３の係合ピン２８は、外チューブ２の内チュー
ブガイド溝１７に挿入される。さらに、内チューブ３の
外径寸法は、外チューブ２の内径寸法より小さいため、
内チューブ３を外チューブ２内に簡単にスライドさせる
ことができる。
【００４３】そして、把持部７の楕円溝１９に固定部材
２５のピン２８を係合させる。このとき、ピン２８の直
径の半分以上は楕円溝１９内にかかっているため、この
状態で回転を与えても、ピン２８が内チューブガイド溝
１７側に簡単に脱落することが無い。これにより、図３
（Ａ）に示すように外チューブ２内に収納された内チュ
ーブ３の突出量が最も小さく、挿入補助具１の全長が最
も小さい初期状態に保持させることができる。
【００４４】この状態で、止め輪４を把持部７の外装部
材８の雄ねじ部１５に螺着することにより、止め輪４の
屈曲部３０に内チューブ３の固定部材２５が当接し、外
チューブ２の外部に内チューブ３が抜け落ちることが防
止される。
【００４５】また、挿入補助具１の全長を調整する場合
には内チューブ３を固定部材２５のピン２８を把持部７
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の楕円溝１９から外チューブ２の内チューブガイド溝１
７側に移動させてピン２８と楕円溝１９との係合を解除
させる方向に回動させる。その後、外チューブ２の内チ
ューブガイド溝１７に沿って内チューブ３の係合ピン２
８を移動させる状態で、外チューブ２から内チューブ３
を伸ばす。このとき、図３（Ｂ）に示すようにスライド
治具５２を用いることにより、速やかに外チューブ２と
内チューブ３を伸縮させることができる。
【００４６】そして、挿入補助具１が適切な長さになる
ように内チューブ３の突出量を調整した状態で、ピン２
８をいずれか好適な位置の楕円溝１８に係合させる。こ
れにより、挿入補助具１の全長が適切な長さに調整させ
た状態に保持させることができる。
【００４７】次に、本実施の形態の挿入補助具１を使用
して図４に示す電子内視鏡３１の挿入部３２を患者の大
腸内に挿入する作業時における本実施の形態の挿入補助
具１の使用方法を図５（Ａ）～（Ｃ）を参照して説明す
る。なお、図５（Ａ）～（Ｃ）中で、Ｈ１は患者の肛
門、Ｈ２は直腸、Ｈ３はＳ字状結腸、Ｈ４は下行結腸、
Ｈ５は横行結腸である。
【００４８】まず、内視鏡検査の開始前に、あらかじめ
電子内視鏡３１の挿入部３２を本実施の形態の挿入補助
具１内に挿通し、内視鏡３１の挿入部３２に挿入補助具
１を装着する。このとき、図３（Ａ）に示すように外チ
ューブ２内に収納された内チューブ３の突出量が最も小
さく、挿入補助具１の全長が最も小さい初期状態に保持
させる。この状態では、把持部７の楕円溝１９に固定部
材２５のピン２８を係合させてあるため、内チューブ３
の動作に追従して外チューブ２が動作する。すなわち、
内チューブ３を押込む方向に力を加えるとピン２８は楕
円溝１９の基端部側に押される。このとき、ピン２８の
直径の半分以上は楕円溝１９内にかかっているため、こ
の状態で回転を与えても、ピン２８が内チューブガイド
溝１７側に簡単に脱落することが無い。また、内チュー
ブ３を引き抜く方向に力を加えるとピン２８は楕円溝１
９の先端側に押される。このとき、同様にピン２８の直
径の半分以上は楕円溝１９内にかかっているため、この
状態で回転を与えても、ピン２８が内チューブガイド溝
１７側に簡単に脱落することが無い。
【００４９】そして、図５（Ａ）に示すように内視鏡３
１の挿入部３２に挿入補助具１を装着した状態で、挿入
部３２を患者の肛門Ｈ１から直腸Ｈ２内に挿入して検査
を開始する。このとき、術者は挿入補助具１を邪魔にな
らないように手元側によせた状態で、体腔内に挿入部３
２を挿入していく。
【００５０】また、体腔内に挿入部３２を挿入する作業
時には内視鏡３１の先端部３９，湾曲部４０を駆使しな
がら挿入する。そして、図５（Ｂ）に示すように一般的
に挿入が困難といわれているＳ字状結腸Ｈ３を越える。
このとき、術者は患者の大腸に関する各種の情報、例え

10
ば大腸の走行に異状を起こしている、長い腸である、癒
着している、腸管が炎症を起こし出血し易くなっている
などの様々な観察情報を得ることができる。
【００５１】また、挿入部３２の先端部３９ないし湾曲
部４０が左結腸を越えた後に、一般的に図５（Ｃ）に示
すようにＳ字状結腸Ｈ３を真っ直ぐにする。その後、挿
入補助具１を体腔内に挿入する。このとき、上記観察情
報を基に挿入補助具１を適切な長さになるように調節す
る。
【００５２】この挿入補助具１の長さ調節時には把持部
７の楕円溝１９と固定部材２５のピン２８との係合を解
除した状態で、外チューブ２から内チューブ３を伸ば
し、ピン２８をいずれかの位置の楕円溝１８に係合させ
る。このようにして、挿入補助具１を適切な長さに調節
した後、挿入部３２に沿って、挿入補助具１を体腔内に
挿入していく。このとき、内チューブ３は外チューブ２
より軟らかいため、挿入部３２が多少撓んでいても挿入
部３２に沿って挿入していくことができる。また、ピン
２８の頭部は半球状になっているため、体腔内を傷つけ
ることが無い。さらに、外チューブ２は比較的短尺であ
り、Ｓ字状結腸Ｈ３内に挿入されることは希であり、か
つ内チューブガイド溝１７の幅も微少であるため、粘膜
などの生体組織の巻き込みの可能性が少ない。そのた
め、挿入補助具１により確実に挿入部３２を直線化する
ことができ、より深部まで挿入することができる。
【００５３】また、挿入補助具１を適切な長さになるよ
うに外チューブ２から内チューブ３を伸ばし、ピン２８
を好適な位置の楕円溝１８に係合させる作業時に、スラ
イド治具５２を用いることにより、速やかに外チューブ
２と内チューブ３との間を伸縮させることができる。
【００５４】さらに、使用後は、把持部７から止め輪４
を外すと内チューブ３を外チューブ２から抜き去ること
ができ、さらに外チューブ２を抜くことができる。従っ
て、挿入補助具１の各パーツの洗滌や、消毒を確実に行
うことができる。
【００５５】また、挿入補助具１の各パーツを再度セッ
トする場合には、把持部７に外チューブ２を挿入する。
このとき、把持部７の係合凸部２２，２３に固定部材９
の溝２０，２１を合わせて挿入した後、固定部材２５の
ピン２８を把持部７の後端側ガイド溝１７ｂに合わせて
挿入し、最後に止め輪４をしめ込むだけで挿入補助具１
の組み付け作業を簡単に行うことができる。
【００５６】さらに、止め輪４をしめ込む作業時には、
固定部材９における止め輪４側の端面を止め輪４が押し
付けるため、把持部７の外装部材８のテーパー面１３に
係合面１０ａに挿入された外チューブ２のテーパー面が
押し付けられ、強固に固定されるようになっている。
【００５７】なお、挿入補助具１を体腔内に挿入する際
には、外チューブ２の手元側の硬さが硬いＡの部分は、
肛門Ｈ１から直腸Ｈ２内に位置し、外チューブ２の先端
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側の硬さが軟らかいＢの部分および内チューブ３の手元
側の硬さが硬いＣの部分は、Ｓ字状結腸Ｈ３内に位置
し、内チューブ３の先端側の硬さが軟らかいＤの部分は
左結腸（下行結腸Ｈ４）内に位置するように配置しても
良い。さらに、本実施の形態の挿入補助具１は、外チュ
ーブ２単体状態でも使用可能である。
【００５８】そこで、上記構成のものにあっては次の効
果を奏する。すなわち、本実施の形態では挿入補助具１
の有効長を、検査中に患者の大腸の観察情報に応じた適
切な長さに設定でき、かつ、検査中でも有効長を調整す
ることが可能である。そのため、例えば、内視鏡検査中
に、被険者の腸の状態や、病状によって、挿入補助具１
の挿入長を任意に最適に設定することができ、例えば患
者が苦痛に感じる部分まで挿入補助具１を体腔内に挿入
する可能性が少ないので、有効で、効率の良い検査がで
きる効果がある。
【００５９】さらに、本実施の形態では挿入補助具１の
中間部に硬い部分を設けてあるため、Ｓ字状結腸Ｈ３を
確実に直線状態にすることができ、かつ保持することが
できる。
【００６０】また、挿入補助具１に中空路を設けてある
ため、挿入時に体腔内に溜まった空気や不燃性ガス、体
液などを挿入補助具１の中空路から抜くことができる。
従って、きわめて安全で効率の良い検査を行うことがで
きる。
【００６１】さらに、本実施の形態の挿入補助具１では
内視鏡検査時に内視鏡３１の操作を妨げること無く、全
長にわたり滑らかで体腔内への挿入性を高めることがで
きるので、内視鏡３１が扱い難くなることがなく、安全
で、かつ使い勝手を高めることができる。
【００６２】また、挿入補助具１の各パーツを容易に分
解、組立てることが可能であるため、挿入補助具１の各
パーツの洗浄性、消毒性に優れており、常に清潔な状態
で挿入補助具１を使用することができる。
【００６３】なお、本実施の形態では、外チューブ２と
外装部材８との連結体に１つの内チューブガイド溝１７
を設けた構成を示したが、内チューブガイド溝１７は１
つに限定するものではなく、外チューブ２と外装部材８
との連結体にに複数の内チューブガイド溝１７を設けて
も良い。
【００６４】また、図６乃至図８（Ａ）～（Ｅ）は本発
明の第２の実施の形態を示すものである。本実施の形態
は第１の実施の形態（図１乃至図５（Ａ）～（Ｃ）参
照）の内視鏡用挿入補助具１の構成を次の通り変更した
ものである。
【００６５】すなわち、本施の形態では挿入補助具１の
外チューブ２と内チューブ３とを係止する機構と、内視
鏡３１への挿入補助具１の装着法が第１の実施の形態と
は異なるものである。
【００６６】本施の形態の挿入補助具１の外チューブ２
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は、硬さの異なる２本のチューブ体を所望の長さでつな
いだ構成になっている。つまり、図７（Ａ）に示すよう
に外チューブ２の基端部側には硬い硬さがＡの硬質チュ
ーブ体２ａ、外チューブ２の先端側には硬質チューブ体
２ａよりも軟らかい硬さがＢの軟質チューブ体２ｂがそ
れぞれ配置されている。そして、硬質チューブ体２ａの
先端部と軟質チューブ体２ｂの基端部との間は熱溶着な
どで接続されている。
【００６７】さらに、内チューブ３も外チューブ２と同
様に、図７（Ｂ）に示すように硬さがＣの基端部側の硬
質チューブ体３ａと、硬さがＤの先端側の軟質チューブ
体３ｂとを所望の長さに熱溶着などで接続した構成にな
っている。
【００６８】また、外チューブ２の後端側には、把持部
６１が配設されている。この把持部６１の外周面には外
チューブ２との接続部側から後方に向かうにしたがって
徐々に太くなるテーパー面６２が形成されている。そし
て、この把持部６１には外チューブ２側の先端側ガイド
溝１７ａと連通される後端側ガイド溝１７ｂが形成され
ている。
【００６９】さらに、内チューブガイド溝１７には外チ
ューブ２の先端側ガイド溝１７ａに４つのカギ状溝６
３、後端側ガイド溝１７ｂに１つのカギ状溝６４がそれ
ぞれ形成されている。ここで、４つのカギ状溝６３は外
チューブ２のテーパー面６側から等間隔に配置されてい
る。
【００７０】また、各カギ状溝６３は、外チューブ２の
周方向の長さが、外チューブ２の内周面の円周の長さに
対して１／１０以下、外チューブ２の中心線方向の長さ
は１／５以下程度にそれぞれ設定されている。なお、本
実施の形態では、外チューブ２のカギ状溝６３を４個と
したが、この限りではなく何個設けても良い。
【００７１】また、内チューブ３の基端部には、例えば
バネ鋼などの弾性を有する材料で略リング状に形成され
た固定部材６５が配設されている。この固定部材６５に
は、図８（Ｃ）に示すようにリング形状の一部を切り欠
いて、その両端部を外側に略直角に屈曲させた２つの舌
片６６，６７が設けられている。
【００７２】さらに、本実施の形態の固定部材６５は、
図８（Ｃ）に示すように自然状態では内チューブ３の内
径寸法とほぼ同等の内径寸法に設定されている。そし
て、図８（Ｄ）に示すように２つの舌片６６，６７間を
互いに当接させる状態にこの固定部材６５を弾性変形さ
せた場合にはこの固定部材６５における舌片６６，６７
の当接部方向の直径は、内チューブ３の内径寸法とほぼ
同等であるが、この舌片６６，６７の当接部方向に対し
て９０度回転させた方向では内チューブ３の内径寸法よ
り狭くなるようになる。
【００７３】ここで、図８（Ｄ）に示すように２つの舌
片６６，６７を互いに当接させた際の幅寸法ｔ１は、内
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チューブガイド溝１７の幅寸法ｔ２に対して、ｔ１＜ｔ
２となる関係に設定されている。さらに、２つの舌片６
６，６７の先端部は断面が略半円状に成形されている。
そして、外チューブ２と内チューブ３との組み付け時に
はこの半円状に成形された２つの舌片６６，６７の先端
部分が外チューブ２の内チューブガイド溝１７を通して
外方向に突出されるようになっている。
【００７４】また、把持部６１の後端側には、図７
（Ｃ）に示す止め輪６８が係脱可能に嵌合されている。
この止め輪６８の後端部には、図７（Ｄ）に示すように
内方向に屈曲されたリング状のフランジ６９が形成され
ている。さらに、この止め輪６８の外周面には係止溝７
０が全周に亙り形成されている。
【００７５】また、止め輪６８の後端部には、押え環７
１が着脱可能に取着されている。この押え環７１は、例
えば、シリコン、フッ素系のゴムなどの弾性材によって
形成されている。さらに、この押え環７１の前端部には
止め輪６８の係止溝７０に係脱可能に係合する係合凸部
７２が内方向に向けて突設されている。そして、この押
え環７１の係合凸部７２が止め輪６８のフランジ６９を
乗り越えて係止溝７０に嵌まり込んで係着できるように
なっている。
【００７６】また、図８（Ａ）に示すように前述した電
子内視鏡３１の操作部３３には、グリップ７３と、この
操作部３３と挿入部３２との連結部で挿入部３２が急激
に曲げられることを防止するためのオレドメ部材７４と
の間につなぎリング７５が介設されている。ここで、押
え環７１の内径寸法ｄ１とつなぎリング７５の外径寸法
ｄ２とは、ｄ１＜ｄ２の関係となるように設定されてい
る。なお、つなぎリング７５は、本実施の形態のものに
限定されるものではなく、機能が付加した操作機構の一
部でも良い。
【００７７】次に、上記構成の本実施の形態の作用につ
いて説明する。まず、本施の形態の挿入補助具１の外チ
ューブ２に内チューブ３を収納する場合には、固定部材
６５の２つの舌片６６，６７を図８（Ｄ）に示すように
当接させる状態に固定部材６５を弾性変形させる。この
状態で、外チューブ２の後端側の把持部６１から内チュ
ーブ３の先端部が挿入される。このとき、内チューブ３
の固定部材６５の２つの舌片６６，６７は当接させたま
まの状態で把持部６１の後端側ガイド溝１７ｂ内に挿入
される。
【００７８】そして、把持部６１のカギ状溝６４の位置
で、舌片６６，６７間を離す。このとき、固定部材６５
の弾性復元力によって舌片６６，６７間は図８（Ｃ）に
示すように自然状態の初期位置に復元される。これによ
り、一方の舌片６６が把持部６１のカギ状溝６４内に挿
入された状態で係止される。この状態では外チューブ２
内に収納された内チューブ３の突出量が最も小さく、挿
入補助具１の全長が最も小さい初期状態に保持させるこ

14
とができる。
【００７９】また、挿入補助具１を電子内視鏡３１の操
作部３３にあらかじめ装着する場合には、図８（Ａ）に
示すように挿入補助具１の押え環７１がつなぎリング７
５を乗り越えて、このつなぎリング７５よりも細径なグ
リップ７３の細径部７３ａに嵌まり込んで確実に装着さ
れる。そのため、電子内視鏡３１による検査開始時に挿
入補助具１が電子内視鏡３１の操作部３３からずれ落ち
てくることが無い。
【００８０】また、挿入補助具１の全長を伸ばす場合に
は、まず、固定部材６５の２つの舌片６６，６７間を当
接させる状態に固定部材６５を弾性変形させる。これに
より、舌片６６が把持部６１のカギ状溝６４から引き抜
かれるので、舌片６６と把持部６１のカギ状溝６４との
係合が解除される。この状態で、固定部材６５の２つの
舌片６６，６７間の当接部を内チューブ３の内チューブ
ガイド溝１７をガイドに先端側にスライドさせる状態
で、内チューブ３を移動させる。これにより、内チュー
ブ３が外チューブ２内から外部側に突出される。
【００８１】そして、挿入補助具１が適切な長さになる
ように内チューブ３の突出量を調整した状態で、外チュ
ーブ２のいずれか好適な位置のカギ状溝６３に合わせて
舌片６６，６７間を離す。このとき、固定部材６５の弾
性復元力によって舌片６６，６７間は図８（Ｃ）に示す
ように自然状態の初期位置に復元される。これにより、
一方の舌片６６が外チューブ２の選択位置のカギ状溝６
３内に挿入された状態で係止される。このとき、舌片６
６がカギ状溝６３に係止されており、かつ舌片６６，６
７間には弾性力で外に広がろうとする応力が働いている
ため、舌片６６はカギ状溝６３の前後左右方向にずれな
い様になっている。その結果、挿入補助具１の全長が適
切な長さに調整させた状態に保持させることができる。
従って、把持部６１を握って前後に押し引きしても、左
右に回転させても外チューブ２は内チューブ３に追従さ
せて動作させることができる。
【００８２】なお、図８（Ｅ）に示すように舌片６６，
６７の頭部６６ａ，６７ａは断面が半円状になっている
ため、挿入補助具１を体腔内に挿入する際に、舌片６
６，６７の頭部によって体腔内を傷つけることが無い。
さらに、外チューブ２は比較的短尺であり、Ｓ字状結腸
Ｈ３内に挿入されることは希であり、かつ内チューブガ
イド溝１７の幅も微少であるため、粘膜などの生体組織
の巻き込みの心配が無い。そして、挿入補助具１により
確実に内視鏡３１の挿入部３２を直線化することがで
き、内視鏡３１の挿入部３２をより深部まで挿入するこ
とができる。
【００８３】そこで、本実施の形態では内視鏡３１によ
る検査中、確実に操作部３３に挿入補助具１が取着され
ているので、挿入補助具１が操作部３３からずれ落ちて
くる心配が無く、電子内視鏡３１の操作を妨げることが
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無い効果がある。
【００８４】また、図９（Ａ）～（Ｃ）は内視鏡用挿入
補助具の異なる形態の他の構成例を示すものである。図
９（Ａ）は本構成例の内視鏡用挿入補助具８１を示す。
この挿入補助具８１には、チューブ状の挿入補助具本体
８２と、この挿入補助具本体８２の外周面に固定された
複数のガイド部材８３とが設けられている。
【００８５】また、チューブ状の挿入補助具本体８２は
中空状で弾性を有する樹脂、例えばポリテトラフルオロ
エチレンや、ポリウレタンなどの樹脂材料によって形成
されている。さらに、この挿入補助具本体８２は先端側
に向かうにしたがって例えば４段階に硬さが変化するよ
うに設定されている。ここで、挿入補助具本体８２の硬
さは手元側から順にＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４段階に硬さが変
化し、その硬さはＢ＞Ｃ＞Ａ＞Ｄに設定されている。な
お、電子内視鏡３１における挿入部３２の可撓管部４１
の一番軟らかい部分をＥとすると、Ｂ＞Ｃ＞Ａ＞Ｄ＞Ｅ
に設定されている。さらに、チューブ状の挿入補助具本
体８２の先端側には、略半球状の先端曲面８２ａが形成
されている。
【００８６】また、ガイド部材８３には、図９（Ｂ）に
示すようにチューブ状の挿入補助具本体８２と同材質の
略円弧状の２つのガイド片８４，８５が相対する位置に
設けられている。なお、相対するガイド片８４，８５間
の開口部８６側の間隔Ｓ１と、挿入部３２の可撓管部４
１の直径Ｄ１との関係は、Ｓ１＜Ｄ１となるように設定
されている。
【００８７】さらに、２つのガイド片８４，８５で形成
される仮想円の内径Ｄ２は、可撓管部４１の生産状のバ
ラツキを考慮した外径以上であれば良い。また、チュー
ブ状の挿入補助具本体８２の外径Ｄ３と、挿入部３２の
可撓管部４１の直径Ｄ１との関係は、Ｄ１＞Ｄ３に設定
されている。
【００８８】なお、ガイド片８４，８５の内面には可撓
管部４１とのスベリ性を良くするために、ポリテトラフ
ルオロエチレンなどをコーティングしても良い。また、
バネ鋼などの金属を使用して良い。
【００８９】さらに、本構成例の挿入補助具８１ではガ
イド部材８３のガイド片８４，８５の幅が１０ｍｍ以下
の微少なガイド片８４，８５を複数設けているが、ガイ
ド部材８３は、チューブ状の挿入補助具本体８２全長に
わたり例えば５ｃｍ間隔、１０ｃｍ間隔などに設けても
良い。
【００９０】また、ガイド片８４，８５の外面に挿入長
が解るように指標を設けても良い。この指標はチューブ
状の挿入補助具本体８２側に設けても良い。さらに、先
端側のガイド部材８３は、できるだけ端部に寄せておく
ことが望ましい。
【００９１】また、挿入補助具本体８２の後端側には吸
引口金を設けて、強制的に体腔内に溜まった空気あるい
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は不燃性ガスおよび体液などを吸引できる構成にしても
良い。さらに、チューブ状の挿入補助具本体８２は、先
端側より手元側の外径を太くしたものでも良い。また、
チューブ状の挿入補助具本体８２の硬度が足りない場合
は、後端側から芯金を挿入して補っても良い。
【００９２】次に、上記構成の本構成例の挿入補助具８
１の作用について説明する。本構成例の挿入補助具８１
の使用時には図９（Ｃ）に示すようにガイド部材８３の
ガイド片８４，８５間に内視鏡３１の挿入部３２の可撓
管部４１を挿入し、ガイド部材８３のガイド片８４，８
５間で可撓管部４１を挟み付ける状態で係止される。こ
こで、ガイド部材８３のガイド片８４，８５は弾性を有
しているため、可撓管部４１をチューブ状の挿入補助具
本体８２側に当接させるだけで、２つのガイド片８４，
８５間の間隔が広げられる。そして、可撓管部４１が通
過すると２つのガイド片８４，８５は弾性復元力により
元の円弧形状に戻る。
【００９３】このようにガイド部材８３のガイド片８
４，８５間に内視鏡３１の挿入部３２の可撓管部４１を
挿入して係止させる作業は所望する長さ分だけ全長にわ
たり等間隔に設けてあるガイド片８４，８５の場所で、
上記動作をそれぞれ繰り返し、可撓管部４１に係合させ
れば良い。
【００９４】その後、可撓管部４１をガイドとして挿入
補助具８１を体腔内に挿入していく。このとき、挿入補
助具８１を挿入していくが、ガイド片８４，８５が可撓
管部４１に取着されていない部分では体壁に当接され、
挿入できなくなるため、所望の長さ以上が体腔内に挿入
されることを防止することができる。
【００９５】なお、硬さがＡの部分は、肛門Ｈ１から直
腸Ｈ２内に位置し、硬さがＢ～Ｃの部分は、Ｓ字状結腸
Ｈ３内に位置し、硬さがＤの部分は左結腸（下行結腸Ｈ
４）内に位置するようにしても良い。
【００９６】そこで、上記構成のものにあっては次の効
果を奏する。すなわち、本構成例の挿入補助具８１では
ガイド部材８３のガイド片８４，８５間に内視鏡３１の
挿入部３２の可撓管部４１を挿入して係止させる簡単な
作業で可撓管部４１への挿入補助具８１の取り付け、取
り外しの作業を行なうことができる。そのため、術者が
検査中に挿入補助具８１が必要と判断した場合に必要に
応じて内視鏡３１の可撓管部４１に挿入補助具８１を取
付けて使用することができる。つまり、内視鏡３１の挿
入部３２の可撓管部４１を体腔内に挿入した状態でも、
挿入補助具８１を後から可撓管部４１に装着することが
できる。さらに、所望の長さの設定が簡単にできる。
【００９７】また、内視鏡３１による検査中、および挿
入補助具８１を体腔内に挿入してからでも体腔内に挿入
する挿入補助具８１の長さを変えることができるので、
使い勝手がよい効果がある。
【００９８】また、図１０（Ａ）～（Ｄ）は内視鏡用挿



(10) 特開２００１－３２１３２８

10

20

30

40

50

17
入補助具１のさらに別の形態の構成例を示すものであ
る。図１０（Ｂ）は本構成例の内視鏡用挿入補助具９１
を示す。この挿入補助具９１は、図１０（Ｃ）に示すよ
うにコイル状に巻回されたチューブ本体９２で構成され
ている。このチューブ本体９２は中空状で弾性を有する
樹脂、例えばポリテトラフルオロエチレンや、ポリウレ
タンなどの樹脂からなる。
【００９９】また、このチューブ本体９２のコイルは、
先端側に向かいピッチを変え、例えば３段階に変化する
ように設定されている。ここで、チューブ本体９２のコ
イルのピッチ幅を手元側から順にＡ，Ｂ，Ｃとすると本
構成例のチューブ本体９２のコイルのピッチ幅はＡ＞Ｃ
＞Ｂに設定されている。従って、チューブ本体９２のコ
イル状態での可撓性はＡ＞Ｃ＞Ｂとなる。なお、電子内
視鏡３１における挿入部３２の可撓管部４１の一番軟ら
かい部分の硬さをＥとすると、Ａ＞Ｃ＞Ｂ＞Ｅの関係に
設定されている。
【０１００】そして、本構成例の内視鏡用挿入補助具９
１では図１０（Ａ）に示すようにチューブ本体９２のコ
イル内に電子内視鏡３１における挿入部３２の可撓管部
４１が挿通され、チューブ本体９２のコイルの１ピッチ
分が可撓管部４１のガイドの役目を行うようになってい
る。
【０１０１】また、チューブ本体９２の先端側には、図
１０（Ｄ）に示すように略半球状の先端曲面９３が形成
されている。なお、チューブ本体９２のチューブ単体の
外径寸法をｇ１、コイルの内径寸法をｇ２、可撓管部４
１の外径寸法をｇ３とした場合には、ｇ１＜ｇ３＜ｇ２
の関係に設定されている。
【０１０２】次に、上記構成の本構成例の挿入補助具９
１の作用について説明する。本構成例の挿入補助具９１
の使用時にはチューブ本体９２のコイルの一ヶ所のピッ
チをずらして電子内視鏡３１における挿入部３２の可撓
管部４１を挟み込み、あとはコイルの巻き方向に挿入補
助具９１を可撓管部４１を中心として回転させていけば
内視鏡３１の可撓管部４１に挿入補助具９１のチューブ
本体９２を装着できる。このとき、所望の長さだけ内視
鏡３１の可撓管部４１に挿入補助具９１のチューブ本体
９２を装着させておけば、装着されていない部分が体壁
にぶつかり挿入できなくなるため、所望の長さ以上が体
腔内に挿入されることを防止することができる。
【０１０３】なお、挿入補助具９１のチューブ本体９２
の後端側には、図示しない吸引口金を設けて、体腔内に
溜まった空気あるいは不燃性ガスおよび体液などをこの
吸引口金から強制的に吸引できる構成にしても良い。さ
らに、チューブ本体９２は、先端側より手元側の外径寸
法を太くしたものでも良い。また、チューブ本体９２の
硬度が足りない場合は、後端側から芯金を挿入し補って
も良い。
【０１０４】そこで、上記構成のものにあっては次の効
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果を奏する。すなわち、本構成例の挿入補助具９１で
は、チューブ本体９２のコイルの一ヶ所のピッチをずら
して電子内視鏡３１における挿入部３２の可撓管部４１
を挟み込み、あとはコイルの巻き方向に挿入補助具９１
を可撓管部４１を中心として回転させていけば内視鏡３
１の可撓管部４１に挿入補助具９１のチューブ本体９２
を装着することができる。そのため、術者が検査中に挿
入補助具９１が必要と判断した場合に必要に応じて内視
鏡３１の可撓管部４１に挿入補助具９１を取付けて使用
することができる。つまり、内視鏡３１の挿入部３２の
可撓管部４１を体腔内に挿入した状態でも、挿入補助具
９１を後から可撓管部４１に装着することができる。さ
らに、所望の長さの設定が簡単にできる効果がある。
【０１０５】また、内視鏡３１による検査中、および挿
入補助具９１を挿入してからでも体腔内に挿入する挿入
補助具９１の長さを変えることができるので、使い勝手
がよい効果がある。なお、挿入補助具９１のチューブ本
体９２はコイル状になっているため軸方向には弾性があ
るので、仮に挿入補助具９１の先端部が体腔内の生体組
織などに引っかかった場合でも、挿入補助具９１のチュ
ーブ本体９２が弾性変形して体腔内の生体組織への影響
を少なくすることができる。
【０１０６】さらに、本発明は上記実施の形態に限定さ
れるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種
々変形実施できることは勿論である。次に、本出願の他
の特徴的な技術事項を下記の通り付記する。
記
（付記項１）  内視鏡挿入部を挿通可能な中空路を有す
る内視鏡用挿入補助具において、少なくとも２つ以上の
可撓管からなり、隣接する先端側の可撓管の外径より基
端側の可撓管の内径を大きくして、かつ、先端側の可撓
管は基端側の可撓管より長尺に形成され、この隣接する
先端側の可撓管を基端側の可撓管に差し込んで収縮自在
に構成し、前記基端側の可撓管には、先端部近傍から後
端部側が開口している１つ以上の溝を設け、前記先端側
の可撓管の基端側には、上記溝に係止する係止部を設け
先端側の可撓管から基端側の可撓管を引き出して伸ばし
たときの可撓管同志を溝と係止部で係止することを特徴
とする内視鏡用挿入補助具。
【０１０７】（付記項２）  付記項１の内視鏡用挿入補
助具において、基端側の可撓管の基端側に、把持部を設
け前記把持部は、全長にわたり溝を設け前記基端側の可
撓管に設けた溝と、前記把持部に設けた溝の開口方向が
一致するようにしたことを特徴とする内視鏡用挿入補助
具。
【０１０８】（付記項３）  付記項１，２の内視鏡用挿
入補助具において、前記基端側の可撓管には、先端部近
傍から後端部側が開口している１つ以上の溝を設け、か
つ、周方向に凸状に連なる係止溝を複数個設け上記先端
側の可撓管の基端側に設けた係止部と係止することを特
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徴とする内視鏡用挿入補助具。
【０１０９】（付記項４）  付記項１～３の内視鏡用挿
入補助具において、先端側の可撓管の可撓性は、内視鏡
挿入部の可撓管の可撓性が一番高い部位より低く、先端
側の可撓管と基端側の可撓管の重なった部分の可撓性を
一番低くしたことを特徴とする内視鏡用挿入補助具。
【０１１０】（付記項５）  内視鏡挿入部を挿通可能な
中空路を有する内視鏡用挿入補助具おいて、先端側の可
撓管と基端側の可撓管の少なくとも２つ以上の可撓管を
長手軸方向に連結し、前記基端側の可撓管の内径を前記
先端側の可撓管の外径よりも大径として前記先端側の可
撓管を前記基端側の可撓管に対して摺動自在に嵌合可能
とし、前記基端側の可撓管の側面には表面から内筒面に
貫通するとともに先端部近傍から基端面に開口する溝を
穿設し、前記先端側の可撓管の基端部には前記基端側の
可撓管に穿設された溝に係合する係合突起を設け、前記
基端側の可撓管に穿設された溝の側部に設けられた切り
欠き状の複数の係止部に前記係合突起を係止させて前記
先端側の可撓管を前記基端側の可撓管からの伸縮長さを
調節可能であることを特徴とする内視鏡用挿入補助具。
【０１１１】（付記項１～５の従来技術）  従来は例え
ば特開昭６３－２４９５４２号公報に示すように、少な
くとも２つ以上の外套管からなり、外側の外套管の先端
側と、内側の外套管の基端側を係止機構により伸縮させ
る内視鏡用案内管が提案されている。
【０１１２】また、特開平４－１５８８２５号公報に開
示されているように、１段目チューブを２段目チューブ
から押し出し、１段目チューブが引っ込まないように押
し込みチューブを２段目チューブ内に設置した伸縮させ
る内視鏡用案内管が提案されている。
【０１１３】（付記項１～５が解決しようとする課題）
  しかしながら、２本の外套管もしくはチューブを係止
させる部分で構造が複雑で、外径が大型化するだけでな
く、内側に位置するチューブと外側に位置するチューブ
との段差が大きくなり、この段差は例えば大腸などに挿
入しずらくしていた。また、短い状態と長い状態の選択
しか出来ず、これを解消するために、複数の外套管もし
くはチューブを準備し、長さを任意に変えられるように
することが考えられるが、係止部分が複数になるため、
さらに最大外径が大型化し、段差部の個数が増える、な
どの問題点があった。
【０１１４】長い挿入補助具を必要な分だけ挿入すれば
良いのだが、内視鏡に装着時には挿入補助具が装着され
ている部分が硬質部となり、内視鏡を扱いずらくしてし
まう。また、挿入補助具のグリップ部まで挿入しがち
で、確実ではなかった。
【０１１５】（付記項１～５の課題を解決するための手
段）  本発明の内視鏡用挿入補助具は、内視鏡挿入部を
挿通可能な中空路を有する少なくとも２つ以上の可撓管
からなり、隣接する先端側の可撓管の外径より基端側の*
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*可撓管の内径を大きくして、かつ、先端側の可撓管は基
端側の可撓管より長尺に形成され、この隣接する先端側
の可撓管を基端側の可撓管に差し込んで収縮自在に構成
し、前記基端側の可撓管には、先端側がつながり後端側
が開口している１つ以上の溝を設け、前記先端側の可撓
管の基端側には、上記溝に係止する係止部を設け先端側
の可撓管から基端側の可撓管を引き出して伸ばしたとき
の可撓管同志を溝と係止部で係止することにより検査時
に内視鏡の操作を妨げること無く、全長にわたり滑らか
で検査中でも体腔内に挿入する有効長を所望の長さに設
定でき、安全かつ使い勝手の良い内視鏡用挿入補助具を
提供することが出来る。
【０１１６】（付記項１～５の効果）  内視鏡の挿入部
に装着時に挿入補助具が短くできるため、内視鏡の挿入
の有効長を充分取れるとともに、扱いずらくなることが
無い。
【０１１７】検査中に、被険者の腸の状態や病状によっ
て、挿入補助具の挿入長を任意に最適に設定することが
でき、挿入補助具を体腔内に挿入しすぎるということが
無い。挿入補助具の中間部に硬い部分を設けてあるた
め、Ｓ字状結腸を確実に直線状態にすることができ、か
つ保持することができる。挿入補助具に中空路を設けて
あるため、挿入時に体腔内に溜まった空気や不燃性ガ
ス、体液などを中空路から抜くことができる。従って、
きわめて安全で効率の良い検査を行うことができる。
【０１１８】
【発明の効果】本発明によれば、外側可撓管の内側可撓
管ガイド溝に内側可撓管の係合突部を挿入させ、この係
合突部を内側可撓管ガイド溝に沿ってスライドさせるこ
とにより、外側可撓管から前方に内側可撓管を突出可能
に保持させるとともに、内側可撓管の係合突部を係合さ
せる係合凹部の選択によって外側可撓管から前方に突出
される内側可撓管の突出量を調節して挿入補助具本体の
伸縮長さを調整するようにした。そのため、内視鏡の挿
入部への装着時に挿入補助具を短くできるため、内視鏡
の挿入の有効長を充分取れるとともに、扱いずらくなる
ことが無い。したがって、内視鏡検査時に内視鏡の操作
を妨げること無く、全長にわたり滑らかで体腔内への挿
入性を高めることができるとともに、検査中でも体腔内
に挿入する有効長を所望の長さに設定でき、内視鏡が扱
い難くなることがなく、安全で、かつ使い勝手の良い内
視鏡用挿入補助具を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の第１の実施の形態の内視鏡用挿入補
助具全体の外観を示す斜視図。
【図２】  （Ａ）は第１の実施の形態の内視鏡用挿入補
助具の外チューブを示す斜視図、（Ｂ）は内チューブを
示す斜視図、（Ｃ）は止め輪を示す斜視図。
【図３】  第１の実施の形態の内視鏡用挿入補助具の作
用を示すもので、（Ａ）は第１の実施の形態の内視鏡用
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挿入補助具の内側可撓管を外側可撓管の内部に収容させ
て挿入補助具本体の長さを縮小させた状態を示す要部の
縦断面図、（Ｂ）は外チューブの把持部を示す横断面
図、（Ｃ）は内視鏡用挿入補助具の内側可撓管を外側可
撓管の前方に突出させた状態を示す要部の縦断面図。
【図４】  第１の実施の形態の内視鏡用挿入補助具に挿
入される内視鏡のシステム全体の概略構成図。
【図５】  第１の実施の形態の内視鏡用挿入補助具の使
用状態を示すもので、（Ａ）は電子内視鏡の挿入部に挿
入補助具を装着した状態で肛門から直腸内に内視鏡の先
端部を挿入する作業を説明するための説明図、（Ｂ）は
内視鏡の挿入部をＳ字状結腸を越えてさらに奥に挿入す
る作業を説明するための説明図、（Ｃ）は内視鏡の挿入
部に沿って挿入補助具を体腔内に挿入していく作業を説
明するための説明図。
【図６】  本発明の第２の実施の形態の内視鏡用挿入補
助具全体の外観を示す斜視図。
【図７】  （Ａ）は第２の実施の形態の内視鏡用挿入補
助具の外チューブを示す斜視図、（Ｂ）は内チューブを
示す斜視図、（Ｃ）は止め輪を示す斜視図、（Ｄ）は把
持部の後端側に嵌合された止め輪に抑え環が取着された
状態を示す要部の縦断面図。
【図８】  （Ａ）は第２の実施の形態の内視鏡用挿入補
助具の把持部が内視鏡に装着される状態を示す側面図、*
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*（Ｂ）は内視鏡用挿入補助具の斜視図、（Ｃ）は固定部
材の舌片を当接させた状態を示す要部の平面図、（Ｄ）
は２つの舌片を互いに当接させた状態を示す要部の平面
図、（Ｅ）は挿入補助具の横断面図。
【図９】  内視鏡用挿入補助具の他の構成例を示すもの
で、（Ａ）は内視鏡用挿入補助具の斜視図、（Ｂ）は内
視鏡用挿入補助具の斜視図、（Ｃ）は固定部材の舌片を
当接させた状態を示す要部の平面図、（Ｄ）は内視鏡用
挿入補助具を内視鏡の挿入部に装着させた状態を示す斜
視図。
【図１０】  内視鏡用挿入補助具のさらに別の他の構成
例を示すもので、（Ａ）は内視鏡用挿入補助具の使用状
態を示す斜視図、（Ｂ）は内視鏡用挿入補助具の斜視
図、（Ｃ）は内視鏡用挿入補助具の先端部を拡大した状
態を示す斜視図、（Ｄ）は内視鏡用挿入補助具の先端部
を示す斜視図。
【符号の説明】
２    外チューブ（外側可撓管）
３    内チューブ（内側可撓管）
５    挿入補助具本体
１７    内チューブガイド溝（内側可撓管ガイド溝）
１８、１９    楕円溝（係合凹部）
２８    係合ピン（係合突部）
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